
　昭和39年（1964年）
に、衣裳着人形職人・竹
中重男氏（区指定無形文
化財保持者）と結婚し、
衣裳着人形製作を手伝う
中で技術を修得しまし
た。主に雛

ひ な

人形や五月人形を製作しており、胴体を組ん
で衣裳を着せ付け、桐

と う

塑
そ

製の頭
かしら

を取り付けて衣裳着人形
を仕上げます。また、「鶴屋半兵衛」の号で、木

き

目
め

込
こ み

風
ふ う

の意匠の衣裳着人形「おさな人形」を手がけています。
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　木造七面明神立像（区登録有形文化財）を安置するた
めに建立された木造建造物。「宮殿」とは、仏像等を安
置する厨

ず し

子の一種の呼称です。桁行１間(約1.8ｍ)、梁
間１間の入

い り

母
も

屋
や

造
づくり

で、屋根の瓦は本瓦型板
い た

葺
ぶ き

でふかれて
おり、全体は彫刻や金箔

ぱ く

・彩色・錺
かざり

金具で装飾が施され
ています。建立時期は江戸時代前期で、江戸の七面明神
の中でも最も初期のものとされる木造七面明神の造立時
期と一致します。
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　文政10年（1827年）４月、素盞雄神社の氏子町、
下谷通新町の人々が出羽三山（山形県）に参

さ ん

詣
け い

したこ
とを記念して建立した供養塔です。正面に「月
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」と刻まれています。その
ほか、「羽
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」の講名、願主・小泉金兵衛ほか11人の下谷通新
町の人々と石工・紋次郎の名前等が刻まれています。
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　明治30年（1897年）創業の「南千住の大嶋屋」の
四代目で、祖父・鋠一郎氏（元区指定無形文化財保
持者）、父・一郎氏（元区登録無形文化財保持者）か
ら技術を継承。平成21年から父の下で本格的に修業
し、平成26年に家業を継ぎました。主に祭礼用具に
用いる高張提灯・弓張提灯や看板を手がけており、素
盞雄神社の奉納提灯や、周辺地域の祭礼提灯等を製作
しています。
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２面で、文化財に関連するイベントを紹介します

　
区
で
は
、
荒
川
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
区
内
の
貴
重
な
文
化
財

を
保
護
・
継
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す
る
た
め
に
、
文
化
財
の
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指
定
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ま
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。
今

号
で
は
、
令
和
５
年
度
に
登
録
・
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定
し
た
文
化
財
等
を
紹
介
し
ま
す
。
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 主な内容 

～区政は区民を幸せにするシステム～～区政は区民を幸せにするシステム～

２面… 文化財の魅力にふれてみよう

８面… 第38回川の手荒川まつりを　
開催
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